
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名名名大大大サササクククセセセススス   

合合合格格格術術術考考考察察察   編編編   
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「「「「合格術合格術合格術合格術」」」」とはとはとはとは何何何何かかかか    

 大学受験の本質というのは、極端に言えば記憶ゲームに過ぎません。たかだか紙

切れ 1 枚で受験生の人となりやら性格やらまですべて完全に見通せるはずがないの

です。結局のところ、大学試験に求められているものへの対策は、と問われれば「いいいい

かにかにかにかに効率良効率良効率良効率良くくくく記憶記憶記憶記憶すべきことをすべきことをすべきことをすべきことを記憶記憶記憶記憶しししし、、、、そのそのそのその記憶記憶記憶記憶をををを引引引引っっっっ張張張張りりりり出出出出しししし問題問題問題問題をををを処理処理処理処理できるよできるよできるよできるよ

うにするうにするうにするうにするかかかか」の一言に尽きます。 

 しかし、この「効率良く」ということが曲者なのです。「効率の上げ方」について理解し

て入試に備えられる人というのは、おそらく灘、開成、ラサールといった超一流中高一

貫校の受験生を中心とした、ほんのごく一部しかいないのではないかと思います。た

いがいの受験生は、この「効率の上げ方」を誤解していますし、また、これを身につけ

るのもそう簡単なことではありません。 

 この「効率の上げ方」を身につけるための基本的視点として、「自分自分自分自分のののの実力実力実力実力をををを正確正確正確正確にににに

把握把握把握把握しししし、、、、何何何何がががが自分自分自分自分にとってにとってにとってにとって確実確実確実確実にににに実力実力実力実力をををを伸伸伸伸ばすばすばすばす方法方法方法方法かをかをかをかを見極見極見極見極めるめるめるめる」ということがある

でしょう。そのためには、次の 4 つの視点を総合的総合的総合的総合的にににに判断できなくてはなりません。 

• いかに試験に出そうなところを引っ張り出しマスターするか、という勉強勉強勉強勉強のののの仕方仕方仕方仕方  

• いかに試験に出そうな内容の記憶を増やすか、という学習能力学習能力学習能力学習能力のののの上上上上げげげげ方方方方  

• いかに受験勉強のやる気を引き起こさせるか、という成功成功成功成功するためのするためのするためのするための動機動機動機動機づづづづ

けのけのけのけの方法方法方法方法  

• いかに受験勉強のしやすいコンディションや環境をつくるか、という生活習慣生活習慣生活習慣生活習慣

のののの身身身身につけにつけにつけにつけ方方方方  

これらがベースとなって、ようやく個々の具体的な勉強法がより強力に活きてきます。

逆に、こうした基礎がなければ、いつまで経っても実力を伸ばすのは困難といえます。 

 「合格術合格術合格術合格術」とは、この大学入試で成功するための基本をつくるための技術です。 

 何度も言いますが、「合格術」はそう簡単には身につきません。これを読んだり、関

連書籍を一回読んだだけで身についてしまう、などという人は最初から冊子に用はあ

りません。 繰繰繰繰りりりり返返返返しししし読読読読みみみみ、、、、実践実践実践実践しししし、、、、自分自分自分自分のののの実力実力実力実力をををを伸伸伸伸ばすのにばすのにばすのにばすのに妥当妥当妥当妥当なななな方法方法方法方法をををを見見見見つけるつけるつけるつける

ことこそが大事なのです。 



何何何何がががが試験試験試験試験にににに出出出出るのかるのかるのかるのか？？？？        

何何何何がががが試験試験試験試験でででで役立役立役立役立つのかつのかつのかつのか？？？？        

「「「「ゴールゴールゴールゴール」」」」へへへへ「「「「最短距離最短距離最短距離最短距離」」」」でででで目指目指目指目指すすすす    

 受験生の皆さんは今、何を目標に勉強していますか？ 

 もちろん、「○○○○○○○○大学大学大学大学にににに合格合格合格合格するするするする」ことですね。もちろん、大学に受かる以上の目標

があって、そのためのステップとしての入試の突破が当面目指すべきものでしょう。そ

れが当然のことです。ただ単に「どこでもいいから大学に合格する。その先なんて知ら

ない」などと漠然とした目標を掲げても挫折するに決まっています。まずは、目指目指目指目指すべすべすべすべ

ききききゴールゴールゴールゴールをををを設定設定設定設定しなくてはいけませんしなくてはいけませんしなくてはいけませんしなくてはいけません。そして、そのゴールを目指すための小目標小目標小目標小目標をををを

少少少少しずつしずつしずつしずつ掲掲掲掲げながらげながらげながらげながら前進前進前進前進していくことが大事なのです。具体的な方法は「成功するた

めの動機づけの方法」や「生活習慣の身につけ方」といったところにも絡んでくるので、

後ほど詳しく述べます。 

 ここで今ひとつ強調したいことは、「自分自分自分自分のののの勉勉勉勉強法強法強法強法はははは本当本当本当本当ににににゴールゴールゴールゴールにににに向向向向かってまっすかってまっすかってまっすかってまっす

ぐぐぐぐ進進進進んでんでんでんで行行行行けるやりけるやりけるやりけるやり方方方方なのかなのかなのかなのか？？？？」ということです。いきなり分厚い参考書を 1 ページ目

から読む、問題集を復習もせずにやりっぱなしにする、漠然と授業や講習に出て話を

聞き流す、通信添削の答案を何時間もかけて仕上げる…… 大きな視点で見れば道

草を食うこともためになるでしょうが、あくまで「ゴールに向かう」という目標からみれば、

寄り道は寄り道でしかありません。 つねにつねにつねにつねに「「「「ゴールゴールゴールゴール」」」」からのからのからのからの視点視点視点視点でででで勉強勉強勉強勉強のしかたをみのしかたをみのしかたをみのしかたをみ

ましょうましょうましょうましょう。 

 何よりまず先立つ「ゴール」がなくてはいけません。そして、その「ゴール」へ向かっ

て最短距離で行く方法を模索することが大切です。 



問題集問題集問題集問題集はははは「「「「覚覚覚覚えるえるえるえる」」」」ためにためにためにために使使使使うものうものうものうもの    

「やりっぱなし」は最悪 

 問題集は、当然のことながら「自分自分自分自分のののの理解理解理解理解していないところをしていないところをしていないところをしていないところを発見発見発見発見しししし、、、、そのそのそのその問題問題問題問題のののの解解解解

きききき方方方方をををを覚覚覚覚えるえるえるえる」のが目的です。 

 ところが、この目的を果たすような使い方のできていない受験生があまりに多過ぎ

ます。問題集をやって、「あーこの問題ができてないな。俺って駄目な奴だ」と思うだけ

で、ただやりっぱなしにするわけです。この繰り返しでは、いつまで経っても入試に突

破する力は身につきません。 

 問題集は、繰繰繰繰りりりり返返返返しししし復習復習復習復習するこするこするこすることによってとによってとによってとによって初初初初めてめてめてめて役役役役にににに立立立立つものつものつものつものです。そのための方

法は後述しますが、このことは絶対に頭の中に叩き込んでおかなくてはなりません。 

「「「「使使使使えるえるえるえる記憶記憶記憶記憶」」」」とはとはとはとは何何何何かかかか    

使える記憶・使えない記憶 

 実際の入試では当然のことながら、問題だけを見せられて解答しなくてはなりませ

ん。解答を見て「あ、そうだそうだ。これ勉強したのに」と嘆いても後の祭りです。 問題問題問題問題

だけをだけをだけをだけを見見見見てててて思思思思いいいい出出出出せないせないせないせない記憶記憶記憶記憶はははは受験受験受験受験にににに役立役立役立役立ちませんちませんちませんちません。解答を見てやっと思い出せる

記憶は使使使使えないえないえないえない記憶記憶記憶記憶です。それゆえ、問題だけで思い出せる記憶、すなわち使使使使えるえるえるえる

記憶記憶記憶記憶を増やす努力が必要なのです。ちなみに認知心理学の用語を使えば、「使えな

い記憶」は再認再認再認再認可能な記憶、「使える記憶」は再生再生再生再生可能な記憶といえます。 

 もちろん、試験には制限時間があります。いくら思い出せる記憶を増やしても、それ

を時間内にアウトプットできなければ、点数には還元されません。 使使使使えるえるえるえる記憶記憶記憶記憶をををを、、、、いいいい

かにかにかにかに問題問題問題問題ののののフォーマットフォーマットフォーマットフォーマットにににに合合合合わせてわせてわせてわせて、、、、素早素早素早素早くくくくアウトプットアウトプットアウトプットアウトプットするかするかするかするか。入試を勝ち抜くには、

この技術を身につけることが最も重要なのです。 

「知っているか、知らないか」 

 よく高校教師も予備校の講師も、「君たち、これくらい勉強してるんだから知ってて当

たり前でしょ」と言わんばかりに「問題集は『考えて』解くもの」ということを頭ごなしに

押しつけてきます。ここには「受験生はこれくらい知ってて当たり前」「問題集は実力が



あれば解けて当たり前」などという大きな誤解が存在します。受験生にとっては大学

入試に必要な知識など知知知知らないことだらけらないことだらけらないことだらけらないことだらけです。そして知らないものから知っているも

のは生み出せません。無無無無からからからから有有有有はははは生生生生まれませんまれませんまれませんまれません。大学入試の知識は「知知知知っているかっているかっているかっているか、、、、

知知知知らないからないからないからないか」でほぼはっきりと二分できます。とにかく、必要な知識を知らなければい

かなる問題も解けません。 

 また、もっと厄介な言葉は「考える」という言葉です。この「考える」という言葉が、

「『使える記憶』から問題に必要な知識を引っ張ってくる」という意味と「知らないものを

知っているものに転化する」という意味とをごちゃごちゃにして使われている場合がよ

くあります。前者は当然ながら、大学受験に必須の力ですが、さきほど指摘したように、

後者の意味は、むしろ大学受験では時間の浪費という害にさえなります。 

 このページでは、この誤解を避けるために「考える」という言葉を一切使いません。

また、「考える」という言葉が大学受験の文脈で出てきた時は、その意味について見

極める必要があります。 

「宣言型知識」と「手続き型知識」 

 認知心理学の用語を用いれば、「知っているか、知らないか」という具体的な"What"

の知識は「宣言型知識」、「どのように解答を導き出すか」という抽象的な"How"の知

識は「手続き型知識」と呼ばれます。 

 これを踏まえて、大学入試の知識の形を分類すると 

知識重視型  

歴史事項や年号、沈殿の色といったいわゆる「暗記物」  

抽象的手続き重視型  

数学や物理のように、解答の流れをほとんど自力で組み立てる必要のあるもの  

具体的手続き重視型  

英語長文や現代文・古文・漢文の読解のように、与えられた「文脈」を解析するも

の  

となります。「知識重視型」は宣言型知識、「抽象的手続き重視型」と「具体的手続き

重視型」は手続き型知識の形として扱うことが可能でしょう。この辺は多少個人差もあ

ると思いますので、どのように記憶したら自分にとっては覚えやすいのかをつねに意

識しながら勉強するとよいでしょう。 



つながりを「身体に覚えさせる」 

 小・中学生くらいまでは丸暗記を得意になってやっても割と覚えていられるものです

が、高校生以上になると何か手がかりが存在しないとすぐに忘れてしまいます。とかく

「知識重視型」の知識は単なる丸暗記に陥りやすいので、知識同士を関連づけて，試

験本番で思い出せるような工夫が必要です。具体的な方法は「学習能力の上げ方」

で述べます。 

 最初から抽象的なつながりとして存在する手続き型知識というのは、宣言型知識と

は違いなかなか手がかりが作りづらいです。それゆえ、時間をかけて何度も繰り返す

ことを強く意識しなくてはなりません。特に数学や物理は、解答の流れを自力で組み

立てなくてはならない点で習得が大変ですので、なおのこと繰り返しに重点を置いて

勉強を進める必要があります。 

 こうして、個々の事項の間のつながりを「身体に覚えさせる」という感覚で記憶しまし

ょう。 

 



とにもかくにもまずとにもかくにもまずとにもかくにもまずとにもかくにもまず過去問過去問過去問過去問    

まずはゴールの場所を把握しよう 

 まず、ゴールを決めたら、自分がゴールまでどれくらいの距離があり、その道のりの

中でどのような障害が存在するのかを把握しなくてはなりません。そのために絶対欠

かせないのが過去問過去問過去問過去問です。確かに、数年でがらりと傾向の変わる大学もありますが、

やはり自分とゴールの間にどのような道があるのかを知るには過去問がベストです。

「過去問は最後の力だめしに」とずっとやらないでおく人がいますが、直前になって解

けたら万歳、解けなければもう終わりだ、というだけで大変もったいないです。 

 過去問は、あくまで自分とゴールまでの間のコースが、どのようになっているかを知

るためにあります。そのコースの特性と自分の実力に合わせた問題集と勉強法で、

最後まで走り切りましょう。 

 過去問は、2 冊買うか、1 冊買って、やってみてください。 

 過去問の傾向と対策の解説とともに、問題・解答・解説とも何度も読み込み、あとで

問題集や模試で問題を見て、「あ、これは○○大の△年の第×問でも訊かれてたな」

と思い出せるくらいまでにしましょう。このように過去問を徹底して覚えることで、「自分

がこれから、何をどの程度勉強すべきなのか」を知ることができます。 

 とにもかくにも、まずは過去問です。今すぐ手に入れ、活用しましょう。 

 



「「「「使使使使えるえるえるえる記憶記憶記憶記憶」」」」のためののためののためののための勉強勉強勉強勉強のののの進進進進めめめめ方方方方    

「知らない」から「知っている」、そして「使える」へ 

 さきほども述べましたが、受験生の皆さんにとって、大学入試の知識というのは知知知知らららら

ないことばかりないことばかりないことばかりないことばかりです。また、自力自力自力自力でででで知知知知らないものをらないものをらないものをらないものを知知知知っていることへっていることへっていることへっていることへ転化転化転化転化させることもさせることもさせることもさせることも

不可能不可能不可能不可能ですですですです。そして一度覚えた知識は、問題をぱっと見てすぐ思い出せる「使える記

憶」という形にしなくてはいけません。これらのことを踏まえて、勉強の進め方を述べ

ます。 

最初は問題集を参考書に 

 いきなり教科書や概説書の類に手を出してはいけません。何が試験で問われるの

か、この手の本ではわかりづらいからです。最初に手をつけるべきは講義型参考書講義型参考書講義型参考書講義型参考書

や解説解説解説解説のののの詳詳詳詳しいしいしいしい問題集問題集問題集問題集です。「講義型参考書」とは、ここでは語学春秋社の「実況中

継」シリーズに代表される、講義口調で問題をどんどん解説していくタイプの本のこと

を指します。覚える知識の形によって、問題集の使い方も変わるので、その分類に沿

って使い方を解説します。 

 英語や古文の文法、化学・生物や地歴公民などの「知識重視型」科目の場合は、講

義型参考書であれば 3 回ほど通読して、問題を解いてみるといいでしょう。問題集は、

まず解説をよく読み、穴埋め問題や知識問題は赤の水性ペンで解答を書き込み、理

解できたかどうかを赤のチェックシートを用いてチェックします。正誤問題であれば、

黒の水性ペンで誤文を誤誤誤誤ったったったった内容内容内容内容をををを頭頭頭頭にににに入入入入れないようにれないようにれないようにれないように訂正します。 

 数学や物理といった「抽象的手続き重視型」科目の場合は、まず数分、解き方を 5

分くらい模索してみて、どうしても解答の見通しが立たなければ解説を読みます。解

けそうならもう数分かけても構いません。解説を読んだらもう一度、自力で解き直しま

す。これを繰り返し、解答を見なくても解けるようになるまで繰り返します。 

 英文読解や現代文・古文読解・漢文読解といった「具体的手続き重視型」科目の場

合は、まずは講義型参考書、問題集とも一度自力一度自力一度自力一度自力でででで問題問題問題問題をををを解解解解いてからいてからいてからいてから、解答・解説を

よく読み、何度も復習することです。 

 こうして「特に知らなくてはならない知識」を仕入れた上で、文章で書かれたそれほ

ど分量のない教科書や概説書の読み込みに入ります。これで、問題集の「点」の記憶

に「つながり」をもたせることができるようになります。 



復習を忘れずに！ 

 くどいようですが、問題集のやりっぱなしは絶対にいけません。必必必必ずずずず復習復習復習復習をしてをしてをしてをして下下下下ささささ

いいいい。復習をしなければ、どんどん勉強したことを忘れてしまい、入試本番では問題集

の知識がまるで使いものにならなくなってしまいます。入試で必要な知識は、問題を

見てすぐに「あ、これはこういう答えだ」と瞬時に反応できる「使える記憶」の状態でな

くてはなりません。答えを見てから「あ、そうか」と思い出せる「使えない記憶」の状態

では入試では役に立ちません。「使える記憶」を増やすためにも、復習復習復習復習はははは絶対絶対絶対絶対にやっにやっにやっにやっ

てててて下下下下さいさいさいさい。 

 復習のしかたですが、一度解いた問題はそれなりに頭の中に残っているわけです。

忘れていたとしても、その問題についてまったく知らないという状態とは違うのです。

ですから、もう一度最初から解き直そうとせず、問題問題問題問題とととと解答解答解答解答・・・・解説解説解説解説をををを読読読読みみみみ直直直直せばせばせばせば十分十分十分十分

です。ただし、時間を置くと「使えない記憶」になってしまうので、定期的に何度も復習

することが肝心です。こうすれば、入試の時期になれば、問題をぱっと見ただけでも

十分復習になるくらいになるでしょう。「使える記憶」のストックを増やし、実戦で即座

に使えるようにしましょう。 

 



模試模試模試模試をもっとをもっとをもっとをもっと活用活用活用活用しようしようしようしよう    

模試はたくさん受けておく 

 模擬試験は、日頃日頃日頃日頃のののの勉強勉強勉強勉強のののの成果成果成果成果ののののアウトプットアウトプットアウトプットアウトプットのののの場場場場としてとしてとしてとして最高最高最高最高の環境です。とにかく、

アウトプットの場数を踏むためにも模試は受受受受けられるだけけられるだけけられるだけけられるだけ受受受受けておくけておくけておくけておくこと、そしてでき

るだけ自分の現在の実力を正確に把握するためにも、 ライバルライバルライバルライバルがががが多多多多くくくく受験受験受験受験するするするする模試模試模試模試

をををを選選選選ぶぶぶぶことが大事です。 

 具体的には、まず大学別模試大学別模試大学別模試大学別模試でででで志望校志望校志望校志望校のものがあるならのものがあるならのものがあるならのものがあるなら必必必必ずずずず受験受験受験受験です。そしてたと

え私大専願という人でも 代代代代ゼミゼミゼミゼミとととと河合塾河合塾河合塾河合塾ののののマークマークマークマーク模試模試模試模試はははは日程日程日程日程がががが重重重重ならないならないならないならない限限限限りすべりすべりすべりすべ

てててて受験受験受験受験しましょう。あとは私大中心ならば代ゼミの、国公立志望ならば河合塾の記述

模試を中心に受験します。駿台の全国模試、全国判定模試も余裕があるなら受験プ

ランに組み込んでいいでしょう。 

 模試模試模試模試はひとりではひとりではひとりではひとりで申申申申しししし込込込込みましょうみましょうみましょうみましょう。友人同士と申し込むと席が隣同士になったりして、

集中力がなくなってしまうこともあります。ただ、たまたま試験会場が一緒だったという

なら、仲良くしていればいいのです。 

模試のデータの読み方 

 「ライバルが多く受験する模試を選べ」という理由を詳細にお話しすれば、それは受

験者（統計用語でいえば「標本」）が実戦に近くなるので模試のデータの信頼性がより

高くなり、より具体的な当座の小目標の設定が可能になるからです。偏差値や合格

判定というのは、「標本」の質に左右されるので、やはり実戦に近い受験者＝ライバ

ルの多く受験する模試のデータが重要になるわけです。 

 そもそも偏差値や合格判定というのは、「この模試の対象とする受験者の中で、 ああああ

なたのなたのなたのなたの実力実力実力実力はははは現在現在現在現在のののの勉強勉強勉強勉強をそのままをそのままをそのままをそのまま続続続続ければこのければこのければこのければこの位置位置位置位置にににに留留留留まりますまりますまりますまります」という意味で

す。もちろん、ライバルに差をつけたければ、「現在の勉強をそのまま続け」ていては

ダメです。ここで、勉強法の軌道修正をしなくてはなりません。よく「合格判定は当てに

ならない」という人がいますが、やはり受験生がそれなりに集まって受験している模試

ならば、かなりの精度で合格判定に合致します。しかし、国公立 2 次試験や私大筆記

試験のように問題に特徴や個性があるものはあまり合致しません。 E 判定だからと

ふてくされたり、「合格可能性 20%以下」だからとその「20%以下」に賭けてみたりなどせ

ず、少しでも A 判定に近づくよう、そして A 判定をキープできるように着実着実着実着実にににに勉強勉強勉強勉強をををを続続続続

けましょうけましょうけましょうけましょう。 



模試を勉強法の軌道修正に生かす 

 まず、模試を受けたその日のうちに模試の結果から対策を考えるために解答合わ

せをします。どうしても忙しく次の日にずれ込むのならば仕方ありませんが、模試の結

果が返ってきてからやっていてはいけません。模試模試模試模試をををを受受受受けたらすぐやりましょうけたらすぐやりましょうけたらすぐやりましょうけたらすぐやりましょう。 

 特に間違えたり、わからなかったりした問題は弱点ですかた、早めに対策を打ちま

しょう。、結果が返ってきたら採点講評を熟読し、ライバルとの差がつくと判断した問

題は重点的に再度復習しなければなりません。 

 模試の問題・解答の原本、成績表、答案、データ集はすぐ取り出せるよう整理して

保存しましょう。 

 



通信添削通信添削通信添削通信添削はははは使使使使えるのかえるのかえるのかえるのか？？？？    

あくまで「問題入手の手段」として 

 通信添削は、あくまで問題入手の手段にしかなりません。まともに問題を解いて、時

間が経って添削してもらって返されても赤ペンで書かれた内容は、市販の問題集の

解説以下などということもザラです。まずほとんどのケースでいきなり問題を解く時間

が無駄であること、そして添削されるまでの時間が無駄であることを考えると、実力を

つけるには市販の問題集を繰り返しこなした方がずっといいわけです。 

 大学合格というゴールを考えたら、通信添削はやるべきではありません。やるので

あればメインに考えずにサブと割り切ってやりましょう。 Z 会の旬報のような解説集を

問題集代わりにするのならば、内容にもよりますが悪くはありません。 

 



季節講習季節講習季節講習季節講習のののの選選選選びびびび方方方方    

講習での学習に適した科目・適さない科目 

 予備校の季節講習でとるべき科目を挙げれば、「現代文」「慶応文系対策の論文」

「生物」「地理」「政治経済」あたりです。「英作文」「日本史」「世界史」「化学」もそれな

りのメリットが期待できます。 

 しかし、特に「英文読解」「数学」は絶対にとるべきではありません。これらの講座を

とるくらいなら、ビデオなどで繰り返し見られるような講座をとるか、問題集で自習する

かなど、別のやり方を探るべきです。授業は 1 回きりですし、時間対効率があまりに

悪過ぎます。 

 講習は「何が何でもとった方がいい講座」と「あまりとるメリットがない講座」にある程

度はっきりと分かれます。「何が何でもとった方がいい講座」というのは、必ずしも受講

生が大量に集まる講座とは限りません。この辺の情報は、徹底的に仕入れて、吟味

しておく必要があります。 

とるべき講習の量 

 新高 3 の春季講習までであれば、上記の講習でとってもよい科目であればいくらで

もとっていいでしょう。しかし、高 3 の夏以降は、貴重なまとまった時間のとれる時期で

すので、特定大対策講座を除いて、文系は現代文と地歴公民の選択科目、理系は理

科の選択科目の講座のみをとり、あとは自習の時間に当てましょう。予備校生は、普

段の生活ペースを考慮して、朝早い講座をとってみたり、開く前に着くように自習室や

図書館に行ったりしましょう。 

 



合格合格合格合格のためののためののためののためのアドバイスアドバイスアドバイスアドバイスをどうをどうをどうをどう解釈解釈解釈解釈するかするかするかするか    

成功と失敗の要因に関する考察 

• 「まぐれでも成功することはあるが失敗には必ず原因がある」（野村克也） 

• 「努力しても成功するとは限らないが成功した者は必ず努力している」（長州

力） 

 おそらく、成功、すなわち大学受験の文脈でいうなら「志望校に合格すること」とその

ための要因との関係については、この 2 つの言葉に真理が凝縮されているといっても

過言ではないでしょう。すなわち、「「「「これだけこれだけこれだけこれだけ努力努力努力努力すればすればすればすれば合格合格合格合格するするするする」」」」というというというという保証保証保証保証はどこはどこはどこはどこ

にもないにもないにもないにもない、そして 受験生は、とにかくゴールへ到達するための努力を尽くすほかあり

ません。その努力に役立つ事柄の多くは、成功と失敗の中から学ぶものです。ところ

が、受験生の目にする、耳にするそういった予備校・塾などの語る事柄の多くは、

元々その塾・予備校での特待生が紛れ込んでいるのです。 

耳を傾けるべき助言 

 しかし、真に役に立つ助言をこうした有象無象の成功者の言葉から引っ張り出す方

法がないわけではありません。最低限「合理的合理的合理的合理的にににに納得納得納得納得のいくものかのいくものかのいくものかのいくものか」「自分自分自分自分がががが実行可実行可実行可実行可

能能能能かかかか」の基準だけは守りましょう。合格体験記に限らず、現役大学生、学校・塾の先生

や勉強法に関する書籍など、あらゆる「合格術」に関するアドバイスについてこの基

準を当てはめて下さい。少なくとも、「英語ができるようになるために英字新聞を英英

辞典片手に読む」「現代文や論文ができるようになるために本を大量に読む」「数学や

物理ができるようになるために何時間も同じ問題を『考え』抜く」などという、「単なる根

性論だけの勉強法」「実行不可能な勉強法」には惑わされなくて済むようになるでしょ

う。 

 合理的で実行可能な勉強のやり方をアドバイスできる人は、それだけ実に少ないの

です。 

ただ、具体的に「この問題が理解できない」というものがあるのなら学校や塾・予備校

の先生（つまり科目については専門家）を最大限活用しましょう。しかし、自分のため

になる回答を得るには、質問のしかたに気をつけなくてはなりません。「よい質問のし

かた」について、コツを述べましょう。 



よいよいよいよい質問質問質問質問のしかたのしかたのしかたのしかた    

「何」が「どのように」わからないのかはっきりさせてから 

 確かに、参考書を読み進めてもわからない箇所が出てきたら、高校や予備校の先

生にきくのが手っ取り早いといえます。しかし、たとえば漠然と「この英語の長文の問

題がわかりません」と言うだけの質問と、「この長文の問題は本文のこの辺を根拠に

して答えを出してみましたが間違えていました。なぜでしょうか」と自分がどこでつまづ

いているのかを明らかにした質問では、その回答の中で得られるものに明らかな差

が出ます。また、そこまで自分の理解の妨げになっているものを分析できない、すな

わち「～がわかりません」という質問しかできない、ということは、問題集の解説があま

りに貧弱か（そもそもそういう問題集を使うべきではないのですが）、その問題は自分

にとってレベルが高過ぎるということです。その時は、まずはもう少し易しめの問題に

当たるようにしましょう。 

 いずれにせよ、学習内容について理解に苦しむところが出てきたら、 「「「「何何何何」」」」がががが「「「「どのどのどのどの

ようにようにようにように」」」」わからないのかわからないのかわからないのかわからないのかを常に意識する必要があります。ただし、上の例でいうと「多

分、この文の構文がこのようにとれてなかったから間違えたんじゃないかと思うんです

が……」などとわからないわからないわからないわからない理由理由理由理由をををを勝手勝手勝手勝手にににに自分自分自分自分でででで推測推測推測推測してしてしてして言言言言ってはいけませんってはいけませんってはいけませんってはいけません。あくま

でどういうどういうどういうどういう状況状況状況状況のもとでつまづいたかのもとでつまづいたかのもとでつまづいたかのもとでつまづいたかを説明すればいいのです。 

 自分の理解の道筋を確かめるいい機会でもあります。質問をする際は、以上の点

に注意しましょう。 

勉強法の質問のしかたについて 

 やはり、勉強のしかたに関する質問となると、もともと適切に答えられる人も少数で、

自分の周囲の人も当てにできない場合も多いので、名大サクセスが最大限お手伝い

します。ほかに私が出入りしている Yahoo 知恵袋のように便利な質問の場があります

が、こういう場合は回答をしてくれる人たちも大学受験に関することを本業としている

とは限らないので、いくつか配慮しなくてはならない点が存在します。 

• 自分がどのどのどのどの大学大学大学大学をををを目指目指目指目指しししし、その大学でどのようなどのようなどのようなどのような問題問題問題問題がががが入試入試入試入試にににに出出出出るのかるのかるのかるのかを明

示した上で、 どのようなどのようなどのようなどのような参考書参考書参考書参考書をををを使使使使ってってってって、どのどのどのどの程度程度程度程度のののの成績成績成績成績をををを挙挙挙挙げているかげているかげているかげているかを

時系列時系列時系列時系列にににに沿沿沿沿ってってってって知らせること。成績も、たとえば「7 月の代ゼミの記述模試の数



学で偏差値 60」などというように、具体的にデータデータデータデータがががが信頼信頼信頼信頼できるできるできるできる模試模試模試模試のののの偏差値偏差値偏差値偏差値

をををを挙挙挙挙げるげるげるげるようにする。 

• たとえば「この参考書を使えば○○大学の入試は突破できますか？」とか、

『この参考書を使え』とあるサイトにありますがこれで本当に大丈夫ですか？」

という質問ではなく、「現在の実力で～の分野について次に手をつける参考書

としてはどれが適切ですか？」というように、回答回答回答回答するするするする側側側側にとってにとってにとってにとって状況状況状況状況がわかりがわかりがわかりがわかり、、、、

アドバイスアドバイスアドバイスアドバイスがしやすいがしやすいがしやすいがしやすい質問をする。 

• 特に自分にとって見ず知らずの赤の他人に質問するのだから、言うまでもなく

言葉遣いや感謝の言葉など最低限最低限最低限最低限のののの礼儀礼儀礼儀礼儀はわきまえるはわきまえるはわきまえるはわきまえる。 誤字誤字誤字誤字・・・・脱字等脱字等脱字等脱字等もももも極極極極

力避力避力避力避けるけるけるけるようにチェックを怠らないこと。 

• 回答する側が手際よく答えられるように、質問質問質問質問のののの本質本質本質本質にににに関係関係関係関係なかったりなかったりなかったりなかったり、、、、かえかえかえかえ

ってってってって質問内容質問内容質問内容質問内容をををを混乱混乱混乱混乱させたりするようなことにさせたりするようなことにさせたりするようなことにさせたりするようなことに言及言及言及言及しないしないしないしないこと。 

• 特定の個人に対して回答を期待しないこと。 

• 具体的な過去問や参考書の使い方については、その使い方が合理的合理的合理的合理的でででで自分自分自分自分

にとってにとってにとってにとって実行可能実行可能実行可能実行可能なものかをなものかをなものかをなものかを吟味吟味吟味吟味し、 実行実行実行実行したしたしたした上上上上でででで起こった問題点について

質問すること。試してもいない勉強法について議論をしない。 

• 「これだけ勉強しているのに、もうダメかも……」というように、 悲観悲観悲観悲観するするするする内容内容内容内容

のののの言葉言葉言葉言葉をををを質問質問質問質問にににに含含含含めないめないめないめない。詳しくは、「成功するための動機づけの方法」でも

触れるが、こういったネガティブな言葉は他の受験生にも悪影響を与える。絶絶絶絶

対対対対にににに避避避避けることけることけることけること。質問はあくまで客観的な現状報告の上で行う。 

 とかくインターネット上での質問は気軽にできてしまうので、こうした留意点をついつ

い忘れがちです。多くの受験生、そして何より自分のためにも、このように回答する

方々を配慮し、質問のしかたに気をつけ、役に立つ情報を引き出すことも出来ますが、

情報がデタラメである場合も（半分くらい）ありますので全面信頼はしないことです。 

ただし、名大サクセスへの問い合わせに関しては、悲観的なものであれ OK です、本

音で相談してください。そうすれば、誠心誠意で相談にのりますから。 

 



授業授業授業授業をどうをどうをどうをどう活用活用活用活用するかするかするかするか    

簡単な予習を忘れるな 

 授業内容について前もって知識があるとか、一流中高一貫校の学生などで非常に

頭の回転がよく記憶力があるとか、そういう例外を除けば、授業授業授業授業にににに予習予習予習予習はははは欠欠欠欠かせませかせませかせませかせませ

んんんん。自分から能動的に授業内容を頭の中に入れるためにも、必ず予習をしましょう。 

 問題の解説が中心となるような授業であれば、問題は解いてきます。ただし、あくま

で自力自力自力自力でででで解解解解いていていていて、、、、何何何何がわからなかったのかをはっきりさせればがわからなかったのかをはっきりさせればがわからなかったのかをはっきりさせればがわからなかったのかをはっきりさせれば十分十分十分十分です。答えを別の

参考書を参照したりして引っ張ってきたり、解けない問題に何時間も執着したりする

必要はありません。そこを授業を集中して聞き、必要ならば質問して、フォローすれば

いいだけの話です。 

授業のペースを利用しよう 

 普通の高校の授業では、実際に入試に問われる範囲すら十分にカバーできないこ

とも日常茶飯事です。ですから、必要に応じてどんどん授業内容を先取りしなくては

間に合わなくなってしまいます。授業は強制力があるのでそこはメリットになりますが、

授業のペースに呑まれてしまうのではなく、授業のペースを利用して勉強を進めまし

ょう。 

復習も忘れるな 

 授業が終わったら、トイレに行くとか友達と喋るとかする前に授業内容を振り返って

下さい。ノートなどを見ずに、自力で授業内容を頭の中に再生します。1 分もやれば十

分でしょう。その他、必要に応じて、問題集や参考書の内容なども合わせて、電車の

中、風呂の中、歩きながら……といった細切れの頭の使える時間はどんどんこうした

復習に使うべきです。 

 これだけでもかなりの差が出ます。是非復習をやりましょう。 

 

（了） 



いかがでしたでしょうか？ 

参考になりましたか？ 

「理屈はわかったけど・・・・」という人も多いと思います。 

ですから「名大サクセス」はお手伝いさせていただくことが出来るのです。 

私自身は家計の関係で浪人できなかったため、名古屋大学受験を諦め、名古屋市立大学へ

進学しました。しかし、大学生になって思い返すと、修正しておけばよかった勉強法を数々

思い出されました。 

「名大サクセス」の指導陣は全員が現役名古屋大学生です。 

彼らには彼らなりの自分の勉強法があるから、合格できる実力をつけたのです。 

彼らだって理屈通りに進めていくのは苦しかったはずです。だから、受験生のくじけそう

な気持ちもよく分かるわけです。 

そして、私自身と彼ら自身の勉強法反省から「名大サクセス」は成り立っています。 

・ 名古屋大生による「あなただけの」勉強計画作成 

 使用する市販参考書類やその使い方、期限、達成度まで指導 

 また現在使用している塾のテキストとの相性や時間も考慮 

・ その計画の２週間ごとのチェック・修正 

・ 名古屋大生への問題質問メール 

・ 人事部経験からの塾長の TELメンタルアドバイス 

・ 勉強法質問メール 

・ 進路相談メール  etc… 

これらが「名大サクセス」の核です。 

もし、この冊子に書かれていた内容をご自身独自でこなせるのであれば、「名大サクセス」

はお手伝いの必要はありません。 

塾や予備校にない「あなたのチーム」としてお手伝いできる可能性があるのであれば、一

度ご連絡ください。 

お待ちしております。 

名大サクセス 代表 高橋真一 

meidaisuccess@gmail.com 



名大名大名大名大サクセスサクセスサクセスサクセス概要概要概要概要  

 

塾名塾名塾名塾名 名大名大名大名大サクセスサクセスサクセスサクセス 

  

代表代表代表代表 高橋真一 

  

所在地所在地所在地所在地 

〒468-0064 

愛知県名古屋市天白区道明町 97 

 

岡部ビル 400 

電話電話電話電話 080-4217-1616（代） 

FAX 

020-4669-5354 

送 信 は東 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 、西 日 本 電 信 電 話 株 式 会 社 、ソフトバンクテレコム

株 式 会 社 の加 入 電 話 回 線 で送 信 が可 能 です。上 記 以 外 の加 入 者 電 話 回 線 (KDDI

等 )・携 帯 電 話 ・PHS・IP 電 話 及 び光 電 話 からはご利 用 頂 けません。 

webサイトサイトサイトサイト http://meidaisuccess.web.fc2.com/ 

事業内容事業内容事業内容事業内容 インターネット、電話などを利用した学習塾の運営 

  

 



代表代表代表代表プロフィールプロフィールプロフィールプロフィール    

高橋真一高橋真一高橋真一高橋真一 1960 年大阪府生まれ  

岐阜県立岐阜北高校卒業、名古屋市立大学経済学部卒業後、某大手銀行へ入社。

法人担当営業を経験後、銀行と外資系コンピュータの合弁会社でコンサルティング営業

と人事部採用・人事管理を担当。機械メーカーへ転職し、海外担当営業として北米、ア

ジア、ヨーロッパを 17 年に渡り海外新規営業開拓に従事。年平均渡航 20 回以上の日

本と外国を渡り歩く生活をする。海外経験・人事部経験・知識・人脈を活かし、大学受

験生に向けメンタル面での進路・受験相談、受験勉強方法・戦略作成指導をはじめ、本

業に至る、本業の傍ら、Yahoo 知恵袋にて Jyukencoach のハンドルネームにて受験

生にアドバイス。最高グレードの「7-3」となった現在もアドバイスを続けている。 

     

 


